
 

 

 

 

 

 

水害等避難行動タイムライン 

作成支援モデル事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

事 例 集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 3 月 
 

 

 

京 都 府 府 民 生 活 部 

防 災 消 防 企 画 課 

災 害 対 策 課 



 

 

 

 

 

―  目  次  ― 

 

Ⅰ．水害等避難行動タイムライン作成支援モデル事業について .................................................... 1 

1．事業概要 ............................................................................................................................................... 1 
2．福知山市報恩寺地区での取り組み ................................................................................................... 2 
3．舞鶴市京口地区での取り組み ......................................................................................................... 12 
4．綾部市施福寺地区での取り組み ..................................................................................................... 22 

Ⅱ．水害等避難行動タイムライン作成の手引き ............................................................................ 32 

1．タイムライン作成の流れ ................................................................................................................. 32 
2．ワークショップの進め方 ................................................................................................................. 33 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅰ．水害等避難行動タイムライン作成支援モデル事業について 

 

平成 30年 7月豪雨において避難勧告等の発令が住民の避難行動につながらなかったという

課題が顕在化したことから、地域で自主的に声を掛け合って避難する共助体制を構築するた

め、水害等避難行動タイムラインの作成が重要であることが改めて認識された。そこで、本

モデル事業は、今後の災害に備えて、適確かつ早めの避難行動をとることを目的として実施

したものである。 

京都府では、「水害等避難行動タイムライン作成指針」（平成 30 年 5 月）を策定しており、

本モデル事業では、これに基づき、住民による避難行動に係る地域のタイムライン作成を支

援した。 

平成 30 年 7 月豪雨の被災地域など、今後も水害の発生等の危険のある地域から 3 地区（自

治会）をモデル地区に選定し、専門家の指導・助言のもとで事業を実施した。 

 

1．事業概要 

(1) 実施主体 

京都府 府民生活部 防災消防企画課 

災害対策課 

 

(2) 実施地域 

 福知山市報恩寺地区 

 舞鶴市京口地区 

 綾部市施福寺地区 

 

(3) 事業内容 

 近年の豪雨災害時における被害、または被害が発生する前の現象（前兆現象）の抽出 

 豪雨時の住民行動の振り返り 

 避難行動開始の目安となる基準や次善の避難場所などの避難先の検討、避難行動タイム

ラインの作成 

 ワークショップ形式による避難行動タイムラインの作成過程、留意事項等をまとめた事

例集の作成 
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2．福知山市報恩寺地区での取り組み 

(1) 地域の概要【土砂災害・浸水害】 

福知山市報恩寺地区は、綾部市との境で南流する相長川の中流域に位置しており、199 世

帯で構成されている。 

同地区において想定される災害は、相長川の氾濫、相長川周辺の山地における急傾斜地の

崩壊（がけ崩れ）、渓流からの土石流が挙げられる。土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区

域等は、地区内に急傾斜地の崩壊が 3 箇所、土石流が 5 箇所指定されている。平成 30 年 7 月

豪雨では、土石流による家屋被害、相長川の氾濫による家屋浸水等が発生した。 

同地区では、自治会とは別に自主防災組織が設置されており、消防団も含めて災害時の役

割の担い手として期待される。 

 
（国土地理院の電子地形図（タイル）に追記して掲載） 

図-2.1 位置図 

報恩寺地区 

相長川 
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(2) ワークショップの概要 

ワークショップは、福知山市報恩寺地区にある佐賀会館にて計 3 回開催された。第 1 回、

第 2 回ワークショップは、参加人数から 6 班編成としてグループ討議が行われたが、第 3 回

ワークショップでは相長川の上流地域と下流地域の左岸・右岸で 3 班に分けて討議された。

また、ワークショップ全般において、学識経験者として三好岩生助教（京都府立大学 生命環

境学部 森林科学科）に指導・助言をいただいた。 

計 3 回のワークショップの実施状況を表-2.1、写真-2.1 及び 2.2 に示す。 

 

表-2.1 ワークショップの実施状況 

【災害種別：土砂災害、浸水害】 

実施日時 実施内容 斑編成 

H30.12.18 

19:00-21:00 

 

第 1 回 

ワークショップ 

 タイムラインの概要と作成目的の説明 

 土砂災害に対して、いつ・どこへどのように避難

するべきか、学識経験者より解説 

 ワークショップ①：H30.7 豪雨時の被害や前兆現象

の抽出 

 ワークショップ②：H30.7 豪雨時の住民行動の振り

返り 

 情報のグループ分け、関連の整理 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：34 名 

参加人数から意見が

出やすいように 6 班

編制（近い居住地区の

住民同士で分ける） 

 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

H31.1.29 

19:00-21:00 

 

第 2 回 

ワークショップ 

 第 1 回ワークショップの振り返り（地区における

現状の課題整理） 

 学識経験者より土砂災害を対象とした避難に関連

する情報の解説 

 京都地方気象台より洪水警報の危険度分布の解説 

 ワークショップ①：どこへ逃げるべきか、次善策

（セカンドベスト）を含めた避難先と避難時の注

意点等を抽出 

 ワークショップ②：いつ逃げるべきか、スイッチ

になり得る情報と基準値、被害や前兆現象の抽出 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：28 名 

参加人数から意見が

出やすいように 6 班

編制（近い居住地区の

住民同士で分ける） 

 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

 

H31.2.19 

19:00-21:00 

 

第 3 回 

ワークショップ 

 第 2 回ワークショップの振り返り（抽出された避

難先や避難時注意点のマップ整理、スイッチ案の

リストアップ） 

 学識経験者より、2 段階のスイッチのあり方、スイ

ッチの情報の流れを解説 

 ワークショップ①：第 2 回ワークショップで抽出

されたスイッチ案から、2 段階のスイッチを選定 

 ワークショップ②：タイムラインにおける役割分

担の検討 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より全体総括 

住民：27 名 

地区の災害の特性（北

部：土砂災害、西部・

東部：土砂災害、浸水

害）を踏まえ、相長川

の上流地域と下流地

域の左岸・右岸の３班

に再編成 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

ポイント①
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学識経験者の講義 第 1 回ワークショップの様子 

（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

 
第 1 回ワークショップの様子 

（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

第 2 回ワークショップの様子 

（①どこへ逃げるべきか） 

 
第 2 回ワークショップの様子 

（②いつ逃げるべきか） 

第 3 回ワークショップの様子 

（① スイッチの選定） 

 
第 3 回ワークショップの様子 

（② 役割分担の検討） 

第 3 回ワークショップの様子 

（全体での議論・共有） 

写真-2.1 ワークショップの実施状況 
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第 1 回ワークショップ（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

 

第 1 回ワークショップ（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

写真-2.2(1) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 2 回ワークショップ（①どこへ逃げるべきか） 

第 2 回ワークショップ（②いつ逃げるべきか） 

写真-2.2(2) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 3 回ワークショップ（①スイッチの選定） 

第 3 回ワークショップ（②役割分担の検討） 

写真-2.2(3) ワークショップによる各班の成果（例） 
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(3) 作成されたタイムライン 

福知山市報恩寺地区では、相長川の上流地域（川上地区）では主に土砂災害、下流地域の

左岸（東部地区）・右岸（西部地区）では土砂災害と浸水害の両方が懸念されるため、タイム

ラインにおいても細部が異なる。例えば、洪水時には道路や橋梁が冠水して、市指定の指定

緊急避難場所に行けない場合があることから、地区毎の被害状況を想定した上で、次善の避

難場所が定められている。 

スイッチに関しては、土砂災害に対応したものとして「土壌雨量指数の 3 時間後予測値」

を用いることとし、スイッチ 1（避難準備・高齢者等避難開始の発令までに高齢者等が自ら

の判断で避難を開始するスイッチ）は 150、スイッチ 2（避難勧告の発令までに一般の住民の

方が自らの判断で避難するスイッチ）は 190 という数値が設定された。これらの数値は、平

成 30 年 7 月豪雨災害を含めた既往の豪雨災害時（平成 29 年台風第 21 号、平成 26 年 8 月豪

雨、平成 25 年台風第 18 号）の土壌雨量指数の推移とそれぞれの災害時の被害の有無を参考

に、土砂災害発生危険基準線の最低数値をスイッチ 1 とし、最低数値と最高数値の中間値を

土砂災害の危険性が高まったとしてスイッチ 2 と決定した。また、スイッチ 2 には、「相長川

の洪水警報の危険度分布が『薄い紫』または『濃い紫』」、「危険な兆候（相長川の水位が上昇）」

も設定された。そのため、タイムラインの裏面には土壌雨量指数を確認す 

る「京都府土砂災害警戒情報」、洪水警報の危険度分布を確認する「気象庁 

ホームページ」の解説や QR コードを示した。 

作成されたタイムラインを次頁に示すとともに、概要を表-2.2 に示す。 

 

（国土地理院の電子地形図（タイル）に追記して掲載） 

図-2.2 福知山市報恩寺地区のタイムライン作成の地区分け 

表-2.2 福知山市報恩寺地区のタイムライン概要 

災害種別 土砂災害、浸水害 

広域避難所 佐賀会館 

次善の避難場所 川上：報恩寺公民館、川上公民館 

西部：報恩寺公民館、カトリック報恩寺教会 

東部：報恩寺公民館、油利氏宅 

スイッチ 1 土壌雨量指数の 3 時間後予測値 150 

スイッチ 2 土壌雨量指数の 3 時間後予測値 190 

危険な兆候（相長川の水位が上昇） 

洪水警報の危険度分布：「薄い紫」または「濃い紫」【相長川】

相長川 

宮川 

川上 

東部 

西部 

ポイント②
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3．舞鶴市京口地区での取り組み 

(1) 地域の概要【浸水害・一部土砂災害】 

舞鶴市京口地区は、西側に愛宕山、東側に舞鶴湾に流れ込む高野川を有する 107 世帯の地

区である。 

同地区では、高野川の氾濫により、これまで幾度も浸水被害に見舞われてきた。高野川は

河口部で潮汐の影響を受けるため、河川水位が上昇しやすい。そのため、流域から排水がで

きずに内水氾濫が発生することも多い。西側の山地では、急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）、土石

流の土砂災害警戒区域等の他、地すべりの土砂災害警戒区域も指定されている。平成 30 年 7

月豪雨では、最も河川水位が上昇した時間帯が干潮時であったものの、地区内において床上・

床下浸水が多数発生した。 

同地区では、高齢者世帯等を支援する「見守り隊」が組織されており、災害時の避難支援

等の役割が期待される。 

 

 

（国土地理院の電子地形図（タイル）に追記して掲載） 

図-3.1 位置図 

京口地区 
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(2) ワークショップの概要 

ワークショップは、舞鶴市京口地区にある京口自治会館にて計 3 回開催された。第 1 回、

第 2 回ワークショップは 4 班編成、第 3 回ワークショップは 3 班編成としてグループ討議が

行われた。また、ワークショップ全般において、学識経験者として川池健司准教授（京都大

学防災研究所）に指導・助言をいただいた。 

計 3 回のワークショップの実施状況を表-3.1、写真-3.1 及び 3.2 に示す。 

 

表-3.1 ワークショップの実施状況 

【災害種別：浸水害、一部土砂災害】 

実施日時 実施内容 斑編成 

H30.12.22 

13:30-15:30 

 

第 1 回 

ワークショップ 

 タイムラインの概要と作成目的の説明 

 学識経験者より洪水被害に対する避難行動のあり

方、課題の解説 

 ワークショップ①：H30.7 豪雨時の被害や前兆現象

の抽出 

 ワークショップ②：H30.7 豪雨時の住民行動の振り

返り 

 情報のグループ分け、関連の整理 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：21 名 

参加人数から意見が

出やすいように 4 班

に編制（近い居住地区

の住民同士で分ける）

 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

H31.1.26 

13:30-15:30 

 

第 2 回 

ワークショップ 

 第 1 回ワークショップの振り返り（地区における

現状の課題整理） 

 事務局より洪水被害を対象とした避難に関連する

情報の解説 

 京都地方気象台より洪水警報の危険度分布の解説 

 ワークショップ①：どこへ逃げるべきか、次善策

（セカンドベスト）を含めた避難先と避難時の注

意点等を抽出 

 ワークショップ②：いつ逃げるべきか、スイッチ

になり得る情報と基準値、被害や前兆現象の抽出 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：17 名 

参加人数から意見が

出やすいように 4 班

に編制（近い居住地区

の住民同士で分ける）

 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

 

H31.2.23 

13:30-15:30 

 

第 3 回 

ワークショップ 

 第 2 回ワークショップの振り返り（抽出された避

難先や避難時注意点のマップ整理、スイッチ案の

リストアップ） 

 事務局より、段階に応じたスイッチのあり方、ス

イッチの情報の流れを解説 

 ワークショップ①：第 2 回ワークショップで抽出

されたスイッチ案から、既往災害や地区特性を踏

まえて、段階に応じたスイッチを選定 

 ワークショップ②：タイムラインにおける役割分

担の検討 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より全体総括 

住民：18 名（3 班） 

当日の参加人数調整

により 3 班で編制 

 

市（危機管理室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 
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学識経験者の講義 第 1 回ワークショップの様子 

（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

 
第 1 回ワークショップの様子 

（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

第 2 回ワークショップの様子 

（①どこへ逃げるべきか） 

 
第 2 回ワークショップの様子 

（②いつ逃げるべきか） 

第 3 回ワークショップの様子 

（① スイッチの選定） 

 
第 3 回ワークショップの様子 

（②役割分担の検討） 

第 3 回ワークショップの様子 

（全体での議論・共有） 

写真-3.1 ワークショップの実施状況 
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第 1 回ワークショップ（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

第 1 回ワークショップ（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

写真-3.2(1) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 2 回ワークショップ（①どこへ逃げるべきか） 

第 2 回ワークショップ（②いつ逃げるべきか） 

写真-3.2(2) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 3 回ワークショップ（①スイッチの選定） 

第 3 回ワークショップ（②役割分担の検討） 

写真-3.2(3) ワークショップによる各班の成果（例） 
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(3) 作成されたタイムライン 

舞鶴市京口地区から指定緊急避難場所に向かうためには、高野川を渡らなければならない。

そのためには早期の避難行動開始が不可欠であるが、現実の問題として高野川を渡らずにす

む次善の避難場所（セカンドベスト）が重要になる。次善の避難場所として 2 階のある京口

自治会館が選定されたが、京口自治会館への移動も困難な場合が想定されるため、「自宅 2 階

の山から離れた部屋等」への移動も、最低限身を守るために必要な行動としてタイムライン

に示された。 

同地区のスイッチに関しては、高野川の引土水位観測所の数値が用いられ、スイッチ 1（避

難準備・高齢者等避難開始の発令までに高齢者等が自らの判断で避難を開始するスイッチ）

は 1.50m、スイッチ 2（避難勧告の発令までに一般の住民の方が自らの判断で避難するスイッ

チ）は 1.70m という数値が設定された。これらの数値は、平成 30 年 7 月豪雨災害を含めた既

往の豪雨災害時（平成 29 年台風第 21 号、平成 26 年 8 月豪雨、平成 25 年台風第 18 号）の引

土の最高水位や推移とそれぞれの災害時の被害の有無を参考に決定した。高野川は、水防法

に基づく水位周知河川ではないため、引土水位観測所において氾濫危険水位や避難判断水位

等は設定されていない。しかしながら、同地区では従前から引土水位観測所の水位を目安に、

地区内の浸水被害の発生可能性が判断されていた。そのため、地区内の住民にとって、引土

水位観測所の水位はわかりやすい指標であった。浸水被害に対しては、スイッチ 2 の基準に、

高野川の洪水警報の危険度分布が「薄い紫」または「濃い紫」になった場合も含められた。

また、土砂災害に対応したものとして「土壌雨量指数の 3 時間後予測値」を用いることとし、

スイッチ 1 は 160、スイッチ 2 は 210 という数値が設定された。これらの数値は、平成 30 年

7 月豪雨災害を含めた既往の豪雨災害時（平成 29 年台風第 21 号、平成 26 年 8 月豪雨、平成

25 年台風第 18 号）の土壌雨量指数の推移とそれぞれの災害時の被害の有無を参考に、土砂

災害発生危険基準線の最低数値をスイッチ 1 とし、最低数値と最高数値の中間値を土砂災害

の危険性が高まったとしてスイッチ 2 と決定した。 

タイムラインの裏面には河川水位を確認する「京都府河川防災情報」、洪水警報の危険度分

布を確認する「気象庁ホームページ」の解説や QR コードを示した。さらに、避難の指示や

避難所開設などの防災情報を地域別に配信する「まいづるメール配信サービス」の登録方法

を掲載した。 

作成されたタイムラインを次頁に示すとともに、概要を表-3.2 に示す。 

 

 

 

 

表-3.2 舞鶴市京口地区のタイムライン概要 

災害種別 浸水害、（一部土砂災害） 

指定緊急避難場所 西支所、西市民プラザ 

次善の避難場所 京口自治会館 

スイッチ 1 引土の水位 1.50m 

（土壌雨量指数の 3 時間後予測値 160）※土砂災害の場合 

スイッチ 2 引土の水位 1.70m 

洪水警報の危険度分布：「薄い紫」または「濃い紫」【高野川】

（土壌雨量指数の 3 時間後予測値 210）※土砂災害の場合 

 舞鶴市京⼝地区タイムラインの特徴  
同地区のタイムラインの⼤きな特徴として、⾼齢者等の要配慮者への避難の呼びかけ・避

難誘導・避難⽀援の役割の担い⼿として、普段から⾼齢者世帯等を⽀援する⾒守り隊と地域
の実情に詳しい⺠⽣委員が充てられたことが挙げられる。 

ポイント①

ポイント②
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